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嗣
　
は
じ
め
に

　
オ
ラ
ウ
ス
　
マ
グ
ヌ
ス
と
そ
の
著
書
「
北
欧
民
族
史
」
に
つ
い
て
は
、
別
稿

で
そ
の
窯
を
紹
狸
た
か
ら
覆
を
避
け
る
が
・
彼
疑
業
と
そ
れ
に
関
連

す
る
事
項
に
も
か
な
り
の
紙
数
を
割
い
て
い
る
。
十
六
世
紀
と
い
う
時
代
は
、

北
欧
に
特
徴
的
な
農
地
制
度
で
あ
る
太
陽
分
割
制
が
成
熟
す
る
と
同
時
に
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

・
ま
ざ
ま
な
矛
盾
を
内
包
し
始
め
る
時
代
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
北
欧
の
農
村
社

会
に
視
点
を
す
え
た
研
究
を
進
め
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
看
過
し
得
な
い

時
代
で
あ
る
。
筆
者
は
十
八
世
紀
半
ば
か
ら
、
北
欧
農
業
を
揺
り
動
か
し
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

連
の
農
地
制
度
の
変
革
・
近
代
化
に
関
心
を
持
ち
、
近
代
の
農
業
と
農
村
の
起

源
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
十
八
世
紀
以
降
に
く
ら
べ
て
、
十
七
世
紀
以
前
の

北
欧
農
業
に
関
す
る
文
献
は
乏
し
く
、
そ
の
点
で
一
五
五
五
年
に
刊
行
さ
れ
た

オ
ラ
ウ
ス
　
マ
グ
ヌ
ス
の
「
北
欧
民
族
史
」
は
貴
重
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

　
例
え
ば
、
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
最
大
の
国
立
文
書
館
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
地

で
気
こ
い
わ
れ
る
如
く
・
歴
史
地
租
藍
鼠
の
嶺
中
に
過
去
の
あ
り

方
を
解
く
鍵
を
見
出
そ
う
と
す
る
が
、
一
方
で
文
献
資
料
の
重
要
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
当
然
で
あ
る
。
数
多
く
の
研
究
者
が
オ
ラ
ウ
ス
の
「
北
欧
民
族
史
」
を
引
用

し
て
い
る
が
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
資
料
と
し
て
の
内
容
に
検
討
を
加
え

た
者
は
い
な
い
。

　
本
稿
の
目
的
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
内
容
の
紹
介
で
あ
り
、
他
方
は
オ
ラ
ウ

ス
の
記
載
の
分
析
、
　
一
般
的
な
歴
史
地
理
的
研
究
成
果
と
の
比
較
に
基
く
、
資

料
と
し
て
の
検
討
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
テ
キ
ス
ト
は
一
九
七
六
年
版
の
イ
ー
ド
ル
ン
ス
本
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
訳

と
註
釈
か
ら
成
っ
て
い
る
。
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二
　
農
業
に
関
す
る
記
載

　
テ
キ
ス
ト
は
二
二
巻
四
七
六
章
か
ら
成
る
が
、
農
牧
業
に
関
す
る
記
載
は
必

ず
し
も
多
い
と
は
言
え
ず
、
民
族
誌
的
な
内
容
に
く
ら
べ
て
、
著
書
の
関
心
を

も
っ
と
も
集
め
た
分
野
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
、
①
第
十
三
巻
は

「
農
業
と
生
活
状
況
」
と
題
さ
れ
て
、
農
牧
業
と
各
種
食
料
生
産
が
主
た
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
②
他
の
巻
に
も
農
牧
業
に
関
す
る
記
述
が
散
見
す
る

が
、
①
を
中
心
と
し
て
、
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
十
三
巻
の
総
合
的
な
記
述
　
こ
の
巻
は
五
一
章
か
ら
成
る
が
、
そ
の
内
容
の

一
部
は
農
業
と
直
接
関
係
が
な
い
が
、
度
量
衡
、
絵
画
、
衣
服
、
武
器
な
ど
を

扱
っ
た
最
後
の
数
章
を
も
含
め
て
、
章
題
に
よ
っ
て
内
容
を
お
お
ま
か
に
分
類

し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

表
1
第
十
三
巻
「
農
業
と
生
活
の
状
況
」
の
章
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
数
字
は
章
を
示
す
）

A
　
直
接
的
に
農
業
に
関
係
す
る
も
の

農
業
一
般
　
序
、
④
農
業
の
効
用

農
業
技
術
．
農
作
業
　
①
耕
地
と
施
肥
、
②
施
肥
方
法
、
③
耕
起
な

ど
、
⑤
林
地
で
の
焼
畑
、
⑥
焼
畑
の
生
産
力

農
産
物
の
処
理
．
一
次
加
工
　
⑦
冬
季
の
脱
穀
、
⑧
収
穫
物
の
運
搬

方
法
、
⑳
穀
物
運
搬
船
、
⑪
、
⑫
水
車
と
風
車
、

乾
燥
、
⑮
バ
タ
ー
、
⑯
チ
ー
ズ

⑭
穀
物
の
貯
蔵
と

B
　
間
接
的
に
農
業
と
関
連
す
る
も
の

パ
ン
　
⑬
パ
ン
一
般
、
⑮
グ
ェ
ス
テ
ル
イ
ェ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
穀
物
の

特
徴
、
⑯
、
⑰
パ
ン
の
製
法
、
⑱
病
気
の
貴
婦
人
の
た
め
の
パ
ン
焼

酒
　
⑲
外
国
の
ブ
ド
ウ
酒
、
⑳
北
欧
に
輸
入
さ
れ
る
ブ
ド
ウ
酒
の
特

性
、
⑳
酒
の
耐
腐
性
、
＠
は
ち
み
つ
酒
、
⑳
は
ち
み
つ
酒
の
原
料
、

⑳
北
極
地
方
住
民
、
リ
ソ
ア
ニ
ア
人
の
は
ち
み
つ
酒
、
⑳
イ
エ
ー
ト

人
の
は
ち
み
つ
酒
、
⑳
ビ
ー
ル
の
醸
造
法
、
⑳
遠
国
で
の
ビ
ー
ル
醸

造
法
、
⑳
ビ
ー
ル
の
各
種
醸
造
法
、
⑳
ビ
ー
ル
の
種
類
と
効
能
、
⑳

エ
チ
オ
ピ
ア
．
イ
ン
ド
の
ビ
ー
ル
醸
造
法
、
⑳
そ
の
他
の
ビ
ー
ル
醸

造
法
、
⑳
各
国
の
ビ
ー
ル
醸
造
法

C

農
業
と
関
連
し
な
い
も
の

食
習
慣
な
ど
　
趣
酒
で
お
ぼ
れ
死
ん
だ
王
、
⑭
使
用
人
の
盗
み
酒
、

⑳
様
様
な
容
器
、
⑳
古
代
人
の
食
習
慣
、
⑳
北
欧
人
の
飲
酒
習
慣
、

⑳
各
地
方
の
容
器
、
⑳
泥
酔
の
罪
、
⑳
外
国
の
場
合
、
⑪
泥
酔
騎
乗

雑
　
＠
仮
装
舞
踏
会
と
衣
装
、
⑬
）
製
塩
法
、
⑭
北
欧
へ
の
困
難
な
塩

の
輸
送
、
⑰
度
量
衡
、
⑱
機
織
り
と
意
匠
、
⑲
武
器
、
⑳
北
欧
で
の

絵
画
、
⑭
す
ぐ
れ
た
絵
画
の
効
用
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農
業
そ
の
も
の
を
扱
う
章
は
、
農
業
一
般
、
農
業
技
術
・
農
作
業
（
焼
畑
を

含
む
）
、
農
産
物
の
処
理
・
一
次
加
工
の
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
農
業
と
関
係

の
深
い
こ
と
を
扱
う
と
ま
と
め
得
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
飲
食
に
関
わ
る
事
柄

で
あ
り
、
パ
ン
、
酒
類
、
食
器
を
含
む
食
習
慣
な
ど
に
分
類
で
き
る
（
表
1
）
。

　
十
三
巻
に
含
ま
れ
る
内
容
の
内
、
筆
者
の
問
題
と
す
る
農
業
・
農
村
の
変
化

と
い
う
点
で
、
興
味
が
あ
る
の
は
、
A
の
直
接
的
に
農
業
に
関
係
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
ず
る
と
し
て
、
B
群
お
よ

び
C
群
と
し
た
章
題
と
そ
の
内
容
に
若
干
触
れ
て
お
く
。

　
B
は
パ
ン
と
各
種
の
酒
の
話
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
北
欧
の
気
候
条
件
と
原

料
と
な
る
穀
物
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
り
、
地
域
ご
と
の
パ
ン
や
酒
の
遣
い

を
説
明
し
、
パ
ン
焼
き
を
め
ぐ
る
共
同
体
の
働
き
に
も
言
及
し
て
い
る
。
酒
を

め
ぐ
る
話
題
が
多
く
、
C
に
分
類
し
た
も
の
を
含
め
る
と
、
実
に
十
五
章
を
こ

れ
に
割
い
て
い
る
の
は
、
オ
ラ
ウ
ス
の
個
人
的
な
理
由
よ
り
も
、
当
時
の
こ
の

地
域
の
文
化
・
経
済
・
社
会
を
説
明
す
る
の
に
、
も
っ
と
も
適
切
な
材
料
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
C
は
製
塩
法
や
度
量
衡
な
ど
重
要
な
経
済
的
な
内
容
も
あ
る
が
、
全
体
と
し

て
は
や
や
ま
と
ま
り
を
欠
く
。
そ
の
中
で
、
酒
を
め
ぐ
る
習
俗
に
つ
い
て
、
特

に
詳
細
に
わ
た
っ
て
い
る
の
が
、
現
在
の
北
欧
諸
国
に
お
け
る
ア
ル
コ
ー
ル
問

題
を
連
想
さ
せ
て
興
味
深
い
。

　
農
業
観
　
第
十
三
巻
の
序
お
よ
び
四
章
の
「
農
業
の
効
用
」
は
オ
ラ
ウ
ス
の

農
業
に
対
す
る
考
え
方
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
農
業
観
は
全
体
の
記
述
の
根
底

に
あ
っ
て
変
る
こ
と
が
な
い
。
彼
は
北
欧
に
お
け
る
重
要
な
産
業
と
し
て
、
鉱

山
の
開
発
、
毛
皮
獣
の
狩
猟
、
漁
業
を
あ
げ
る
が
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
相
当

な
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
農
業
は
も
っ
と
も
安
全
、
確
実
に
年

毎
の
み
の
り
を
も
た
ら
し
、
人
間
の
生
活
を
幸
福
、
静
穏
、
喜
び
に
み
ち
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
に
す
る
と
強
調
し
て
い
る
。
同
時
に
、
農
業
を
行
な
う
に
は
、
北
欧
の
農
民

が
み
な
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
星
の
運
行
に
よ
っ
て
農
事
の
適
期
を
知
り
、
冬

の
様
子
に
よ
っ
て
来
る
べ
き
夏
の
気
候
に
対
処
で
き
る
だ
け
の
豊
か
な
経
験
と

確
実
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
海
上
交
易
で
す
ら
、
海
を
ゆ
く
以
上
危
険
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
の
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

も
の
は
、
農
業
に
お
い
て
、
よ
り
豊
か
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
他
の
記
述
で
、

漁
業
や
鉱
業
の
繁
栄
を
強
調
し
、
豊
か
な
交
易
都
市
の
成
立
に
つ
い
て
論
ず
る

の
と
矛
盾
す
る
印
象
を
与
え
る
が
、
彼
が
農
業
を
閉
鎖
的
、
自
給
的
な
も
の
と

の
み
考
え
た
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
、
農
産
物
を
地
域
間
交
易
の
対
象
と
し

た
上
で
の
、
農
業
中
心
主
義
と
い
え
よ
う
。
前
半
生
を
彼
が
仕
え
た
、
グ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

フ
　
ヴ
ァ
ー
サ
の
中
世
指
向
型
の
地
租
偏
重
の
農
業
政
策
と
は
相
容
れ
な
い
考

え
を
、
オ
ラ
ウ
ス
は
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
十
七
世
紀
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
重
商
主
義
の
思
潮
と
は
無
縁
で
あ
る
が
、

地
域
間
の
物
資
交
流
に
つ
い
て
は
、
彼
は
常
に
肯
定
的
な
態
度
を
と
っ
て
い

る
。

　
そ
の
理
由
を
彼
の
経
歴
あ
る
い
は
経
験
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
地
を

旅
行
し
、
地
域
毎
の
事
物
を
冷
静
に
観
察
し
た
オ
ラ
ウ
ス
は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
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聖
職
者
で
あ
っ
た
が
、
現
実
重
視
の
経
験
主
義
的
な
態
度
を
堅
持
し
て
お
り
、

地
域
の
特
性
を
あ
り
の
ま
ま
に
認
め
、
そ
れ
を
合
理
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

点
で
一
貫
し
て
い
る
。
北
欧
内
部
で
の
地
域
差
を
気
候
条
件
と
作
物
の
関
係
で

説
明
す
る
と
共
に
、
ど
ち
ら
が
利
益
が
大
き
い
か
と
い
う
経
済
的
な
選
択
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
と
も
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
欧
や
南
欧
と

の
比
較
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
時
代
と
の
比
較
も
随
所
に
試
み
ら
れ
て
お
り
、

農
業
が
一
定
不
変
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
十
分
認
識
し
た
上
で
の
、
農
業
中
心

主
義
で
あ
っ
た
。

　
作
目
　
北
欧
で
栽
培
さ
れ
る
作
物
は
、
普
通
コ
ム
ギ
、
冬
コ
ム
ギ
、
オ
オ
ム

ギ
、
カ
ラ
ス
ム
ギ
、
エ
ン
ド
ウ
類
、
イ
ン
ゲ
ン
類
、
ア
マ
、
タ
イ
マ
、
カ
ブ
ラ

類
の
み
で
他
に
は
な
い
と
断
言
し
、
キ
ビ
類
、
ソ
バ
、
ト
ル
コ
マ
メ
、
キ
ュ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

リ
、
メ
ロ
ン
、
ア
ー
テ
ィ
チ
ョ
ー
ク
な
ど
は
栽
培
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
冬

コ
ム
ギ
に
つ
い
て
は
グ
ラ
ン
ル
ン
ド
の
註
釈
に
よ
れ
ば
、
原
語
は
ラ
テ
ン
語
で

ω
旨
α
q
貯
①
（
上
質
の
コ
ム
ギ
と
研
究
社
版
羅
和
辞
典
に
あ
り
・
筆
者
）
で
あ
り
、

こ
れ
を
≦
暮
①
島
く
。
け
。
（
冬
コ
ム
ギ
の
意
）
と
す
る
の
は
誤
訳
で
、
3
σ
q
（
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

イ
ム
ギ
）
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
北
欧
民
族
史
の

く
ぎ
け
Φ
警
く
。
け
Φ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
を
検
討
し
て
、
こ
れ
が
ラ
イ
ム
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
焼
畑
に
お
け
る
作
物
と
し

　
　
コ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　

て
、
冬
コ
ム
ギ
、
カ
ブ
ラ
、
ケ
シ
、
ア
サ
類
と
あ
る
が
、
北
欧
に
お
け
る
焼
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　

を
代
表
す
る
穀
物
は
常
に
ラ
イ
ム
ギ
で
あ
る
。
普
通
畑
に
お
い
て
も
、
冬
コ
ム

　ギ
が
コ
ム
ギ
よ
り
も
多
い
地
域
と
し
て
、
ス
ヴ
ェ
ア
を
あ
げ
て
い
る
が
、
冬
コ

ム
ギ
を
ラ
イ
ム
ギ
と
考
え
る
方
が
つ
じ
つ
ま
が
あ
う
。
ア
ィ
ン
人
の
パ
ン
原
料

と
し
て
、
オ
オ
ム
ギ
パ
ン
と
・
冬
コ
ム
ギ
パ
ン
を
示
す
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
’
冬

コ
ム
ギ
は
尊
く
わ
ず
か
し
か
産
出
ぜ
ず
、
そ
の
地
域
も
極
く
一
部
に
限
定
さ
れ

る
の
に
対
し
、
ラ
イ
ム
ギ
は
全
域
で
一
般
的
で
あ
っ
た
。

　
オ
ラ
ウ
ス
は
、
コ
ム
ギ
、
ラ
イ
ム
ギ
、
オ
オ
ム
ギ
、
カ
ラ
ス
ム
ギ
、
エ
ン
ド

ク
．
イ
ン
グ
ン
類
、
ア
サ
類
、
カ
ブ
ラ
類
を
北
欧
の
畑
作
目
と
す
る
が
、
他
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

作
物
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
一
四
四
二
年
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
法
典
で
は
各
農
家
に
一
定
面
績
以
上
の
ホ
ッ
プ
栽
培
を
義
務
づ
け
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
ホ
ッ
プ
の
花
を
、
ハ
チ
ミ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

酒
や
ビ
ー
ル
の
醸
造
に
用
い
る
こ
と
は
何
度
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
オ
ラ
ウ
ス
が
北
欧
で
栽
培
さ
れ
る
作
物
と
し
て
あ
げ
た
も
の
は
、
代
表
的
な

作
物
と
解
す
れ
ば
、
正
し
い
。
こ
れ
ら
の
分
布
に
つ
い
て
も
オ
ラ
ウ
ス
は
多
少

触
れ
て
い
る
。
そ
の
内
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
は
コ
ム
ギ
に
つ
い
て
の
記

載
で
あ
る
。
広
い
範
囲
に
居
住
す
る
北
欧
人
の
環
境
や
習
慣
が
地
域
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
、
従
っ
て
生
産
物
に
も
地
域
差
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
北
に
ゆ

く
ほ
ど
コ
ム
ギ
の
収
量
が
低
下
す
る
か
ら
、
そ
の
生
産
は
南
部
で
多
い
と
す

る
。
続
い
て
、
ス
ヴ
ェ
ア
で
は
コ
ム
ギ
が
多
い
が
ラ
イ
ム
ギ
は
そ
れ
以
上
で
あ

り
、
イ
ェ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
東
部
で
も
西
部
で
も
、
オ
オ
ム
ギ
と
カ
ラ
ス
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ギ
が
多
く
、
食
用
、
飲
用
に
用
い
ら
れ
て
余
剰
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の

地
域
で
も
、
コ
ム
ギ
、
ラ
イ
ム
ギ
、
オ
オ
ム
ギ
、
カ
ラ
ス
ム
ギ
は
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
構
成
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
し
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
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は
オ
オ
ム
ギ
パ
ン
と
ラ
イ
ム
ギ
パ
ン
が
多
く
食
べ
ら
れ
る
と
し
て
、
主
穀
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
穀
物
と
そ
の
品
種
の
分
布
の
記
載
に
つ
い
て
、
ス
ヴ

ェ
ア
以
北
の
地
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
定
住
農
業
が
北
進
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
北
欧
で
栽
培
さ
れ
な
い
作
物
の
内
で
、
オ
ラ
ウ
ス
は
ブ
ド
ウ
に
多
く
の
関
心

を
示
し
、
寒
冷
な
気
候
を
南
欧
の
人
々
に
説
明
す
る
の
に
、
ブ
ド
ク
が
栽
培
で

き
ぬ
⊥
⊥
地
、
従
っ
て
、
パ
ン
と
同
じ
穀
物
・
オ
オ
ム
ギ
か
ら
醸
し
た
ビ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

飲
む
土
地
で
あ
る
こ
と
を
繰
返
し
述
べ
て
い
る
。

　
農
法
　
直
接
的
に
、
農
法
を
意
味
す
る
語
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
オ
ラ
ウ

ス
が
農
法
と
い
う
概
念
で
各
地
の
農
業
を
比
較
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ

る
が
、
焼
畑
を
特
別
な
農
業
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
焼
畑
に
つ
い
て
は
後
に

論
ず
る
と
し
て
、
間
接
的
、
断
片
的
な
記
述
を
集
め
て
、
可
能
な
限
り
当
時
の

農
法
を
追
求
し
て
み
た
い
。

　
穀
物
は
既
述
の
如
く
、
コ
ム
ギ
、
ラ
イ
ム
ギ
、
オ
オ
ム
ギ
、
カ
ラ
ス
ム
ギ
が

一
般
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
「
ラ
イ
ム
ギ
は
八
月
十
日
頃
に
播
種
し
、
約
↓

年
の
後
に
豊
か
に
稔
っ
た
収
穫
の
時
と
な
る
。
ラ
イ
ム
ギ
は
、
春
、
五
月
の
初

め
に
播
種
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
、
八
月
の
初
め
に
収
穫
さ
れ
る
。
春

ま
き
、
夏
収
穫
は
普
通
コ
ム
ギ
、
オ
オ
ム
ギ
お
よ
び
カ
ラ
ス
ム
ギ
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
上
記
の
他
の
有
用
作
物
に
も
言
え
る
。
」
と
い
う
記
述
は
あ
る

が
、
作
物
の
組
合
せ
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ず
、
輪
作
と
か
休
閑
と
い
う
語
も

用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
で
は
、
原
始
的
な
一
圃
式
の
耕
種
農
業
が
行
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
か
つ
て
、
各
人
は
土
地
割
の
た
め
の
測
量
縄
を
用
い

て
、
マ
ン
タ
ー
ル
に
応
じ
て
、
割
当
て
ら
れ
定
め
ら
れ
た
畑
地
を
保
有
し
て
お

り
、
相
応
の
税
を
支
払
っ
て
得
た
住
地
は
誰
も
不
安
定
な
取
得
物
件
と
し
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

こ
に
住
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
」
こ
れ
は
ボ
ル
地
割
制
あ
る
い
は
ソ
ル

　
（
1
9
）

地
割
制
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た
耕
地
と
住
居
の
状
況
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
ボ
ル
地
割
制
あ
る
い
は
ソ
ル
地
割
制
は
、
一
般
に
は
二
圃
式
か
三

白
式
の
耕
地
制
度
な
い
し
農
法
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
十
九
世
紀

の
残
存
状
況
か
ら
言
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
端
の
オ
ラ
ウ
ス
の
時
代
に
は
デ

ン
マ
ー
ク
領
で
あ
っ
た
ス
コ
ー
ネ
は
三
更
制
、
オ
ラ
ウ
ス
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

核
と
す
る
ス
ヴ
ェ
ア
は
二
圃
制
が
卓
越
し
、
イ
エ
ー
タ
で
は
両
制
が
混
在
し
て

　
　
　
　
（
2
0
）

い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
ダ
ー
ラ
ナ
地
方
な
ど
に
は
一
圃
制
が
あ
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

　
既
に
触
れ
た
如
く
、
ス
ヴ
ェ
ア
や
イ
エ
ー
タ
で
の
穀
物
は
、
オ
ラ
ウ
ス
に
よ

れ
ば
、
コ
ム
ギ
、
ラ
イ
ム
ギ
、
オ
オ
ム
ギ
、
カ
ラ
ス
ム
ギ
で
あ
っ
た
が
、
地
域

内
の
ど
こ
で
も
こ
れ
ら
の
作
物
が
栽
培
さ
れ
、
そ
の
地
域
差
は
、
何
が
多
い
か

と
い
う
構
成
上
の
違
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
各
種
の
穀
物
が
、
例
え
ば
ボ
ル

集
団
ご
と
に
一
種
類
の
み
を
作
付
け
す
る
と
考
え
る
よ
り
も
、
少
く
と
も
二
種

類
以
上
の
穀
物
を
組
み
合
せ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
　
ラ
イ
ム
ギ
、
　
コ
ム
ギ
は
冬
作
・
夏
作
共
に
可
能
で
あ
り
、
　
オ
オ
ム

ギ
、
カ
ラ
ス
ム
ギ
は
夏
作
物
で
あ
る
。
ラ
イ
ム
ギ
ま
た
は
コ
ム
ギ
ー
オ
オ
ム

ギ
ま
た
は
カ
ラ
ス
ム
ギ
ー
休
閑
と
い
う
三
垂
心
と
、
ラ
イ
ム
ギ
ま
た
は
コ
ム



58

ギ
ー
休
閑
、
オ
オ
ム
ギ
ま
た
は
カ
ラ
ス
ム
ギ
ー
休
閑
の
二
圃
制
が
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
が
開
放
耕
地
制
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
村
民

の
共
同
作
業
に
関
す
る
記
載
で
知
ら
れ
る
。

　
技
術
・
装
備
　
オ
ラ
ウ
ス
　
マ
グ
ヌ
ス
が
北
欧
の
農
民
を
、
経
験
豊
か
で
自

然
観
察
に
長
じ
て
い
る
と
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
紹
介
し
た
が
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
は
彼
ら
が
使
用
す
る
各
種
の
農
具
、
土
質
、
作
物
に
よ
る
肥
料
の
選
択
そ
の

他
に
現
わ
れ
る
。

　
第
一
図
は
十
三
巻
三
章
の
挿
図
で
あ
る
。
下
部
に
見
え
る
人
物
は
一
頭
牽

き
、
無
心
の
木
製
梨
を
馬
に
牽
か
せ
て
お
り
、
土
壌
は
粘
土
質
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
当
然
、
浅
略
で
あ
り
穀
物
栽
培
の
準
備
と
み
て
よ
い
。
上
部
に
見
ら
れ

る
人
物
は
二
頭
牽
き
で
ロ
ー
ラ
ー
を
か
け
て
い
る
。
土
壌
は
大
き
い
礫
1
ー
モ
レ

ー
ン
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
左
上
に
ツ
メ
を
上
に
む
け
て
描
か

れ
た
マ
グ
ワ
は
鉄
製
と
見
ら
れ
る
が
未
だ
改
良
の
進
ん
で
い
な
い
固
定
式
で
あ

る
。　

オ
ラ
ク
ス
自
身
は
「
北
欧
の
農
夫
が
ど
の
よ
う
な
農
具
を
利
用
し
て
い
る
か

は
、
こ
の
図
に
よ
っ
て
、
一
部
を
理
解
で
き
る
が
、
広
大
な
地
域
で
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
を
全
て
あ
げ
る
の
は
容
易
で
な
い
」
と
し
た
上
で
、
礫
質
、
粘
土

質
、
湿
地
、
高
原
な
ど
の
条
件
で
耕
具
は
異
な
り
、
作
業
の
季
節
に
よ
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

異
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
第
二
図
は
十
三
巻
一
章
の
挿
図
で
施
肥
作
業
を
示
す
。
「
春
分
、
秋
分
の
頃

の
定
ま
っ
た
時
期
に
、
農
夫
は
、
多
く
の
隣
人
に
対
し
、
牛
、
馬
、
そ
り
な
ど

第一図　畑地の準備（01avs　Magnus　13－3）

を
準
備
し
て
同
時
に

集
ま
る
よ
う
に
依
頼

す
る
し
と
い
う
本
文

に
対
応
す
る
も
の
で

あ
ヴ
‘
9
。
前
景
で
は
二

人
の
男
が
三
叉
の
フ

ォ
ー
ク
を
使
っ
て
肥

料
を
撒
布
し
て
い

る
。
彼
ら
は
依
頼
を

受
け
て
応
援
に
来
た

隣
人
た
ち
で
あ
ろ

う
。
遠
景
に
は
二
頭

立
て
の
牛
が
肥
料
を

満
載
し
た
そ
り
を
牽

き
、
主
人
が
隣
人
の

た
め
の
飲
物
も
同
時

に
運
ん
で
い
る
。
ス

ペ
ー
ド
と
二
本
匁
の

鍬
が
常
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

左
端
に
は
堆
肥
が
描
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§

第二図　施肥作業（Olavs　Magnus　13－1）

か
れ
て
い
る
。
肥
料

は
土
壌
別
、
穀
物
別

に
必
要
な
も
の
が
知

ら
れ
て
い
る
、
と
記

述
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
肥
料
が

用
い
ら
れ
て
い
る
か

は
書
か
れ
て
い
な

（
2
3
）

い
。

　
耕
地
上
の
い
わ
ゆ

る
農
耕
作
業
と
脱

穀
・
製
粉
に
至
る
付

随
的
な
農
民
の
労
働

は
同
種
の
挿
図
に
よ

っ
て
よ
く
示
さ
れ
て

い
る
。

　
収
穫
は
小
鎌
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
挿
図

に
み
る
限
り
、
刈
株

は
ほ
と
ん
ど
残
さ
ず

に
長
く
刈
っ
て
い
る

が
、
刈
跡
放
牧
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

　
脱
穀
は
冬
ま
で
そ
の
目
的
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
小
屋
に
貯
蔵
・
乾
燥
さ
れ

た
後
、
松
の
根
を
燃
し
て
灯
と
し
な
が
ら
、
カ
ラ
ザ
オ
で
行
わ
れ
る
。
も
み
が

ら
は
風
選
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
。

　
製
粉
な
ど
の
目
的
で
各
種
の
動
力
発
生
装
置
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
水
車
、
風
車
、
馬
に
よ
る
ひ
き
臼
の
他
、
人
力
で
は
牛
廻
し
臼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

ほ
か
に
踏
み
臼
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
牧
畜
　
中
世
の
北
欧
で
牛
を
飼
育
す
る
目
的
は
、
搾
乳
よ
り
も
む
し
ろ
厩
肥

を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
く
ら
い
で
、
酪
農
の
重
要
度
は
、
現

在
よ
り
も
遙
か
に
低
か
っ
た
。
現
在
で
は
旧
穀
の
オ
オ
ム
ギ
、
カ
ラ
ス
ム
ギ
は

専
ら
飼
料
用
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
パ
ン
用
穀
物
と
し
て
重
要
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

つ
た
こ
と
を
オ
ラ
ウ
ス
は
明
記
し
て
い
る
。

　
で
は
、
家
畜
の
飼
料
を
ど
の
よ
う
に
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
は
牧
草

で
あ
っ
た
が
、
オ
ラ
ウ
ス
は
専
ら
放
牧
地
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
牧
草
畑
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

る
い
は
採
草
地
に
つ
い
て
の
記
載
は
一
ケ
所
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
「
…
…

同
様
に
、
採
草
地
も
放
牧
地
も
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
牧
草
で
豊
か
に
お
お
わ
れ
て

お
り
、
家
畜
は
食
べ
す
ぎ
て
体
を
わ
る
く
せ
ぬ
よ
う
に
草
地
か
ら
連
れ
も
ど
さ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
採
草
地
の
牧
草
は
何
度
か
繰
返
し
て
刈
取
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
」
こ
こ
に
は
採
草
地
と
訳
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
牧
草
畑
と
い
う
土
地
利
用

が
ひ
ろ
が
る
の
は
改
良
三
圃
式
農
業
以
後
の
こ
と
と
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
天

然
牧
草
地
で
あ
ろ
う
。
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放
牧
地
に
つ
い
て
は
、
生
長
力
の
大
き
い
放
牧
地
の
お
か
げ
で
、
多
く
の
家

畜
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
乾
草
に
関
す
る
記
述
が
わ
ず

か
し
か
見
当
ら
な
い
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
一
般
に
知
ら
れ
る
ご
と
く
、

冬
季
の
飼
料
不
足
は
深
刻
で
、
泌
乳
量
は
無
に
等
し
い
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
十
三
巻
の
四
五
章
と
四
六
章
は
そ
れ
ぞ
れ
バ
タ
ー
と
チ
ー
ズ
に
関
す
る
内
容

で
あ
る
。

　
一
般
的
に
は
北
欧
は
豊
富
で
良
質
の
牧
草
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
す
る
が
、
地

域
に
よ
り
牧
草
の
質
は
異
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
バ
タ
ー
の
品
質
に
違
い
が
生

ず
る
と
す
る
。
バ
タ
ー
は
樽
に
つ
め
て
売
る
が
、
現
金
で
取
引
す
る
場
合
と
物

々
交
換
の
場
合
が
あ
る
。
エ
ー
ラ
ン
ド
島
の
ミ
ル
ク
と
バ
タ
ー
の
品
質
が
す
ぐ

れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
チ
ー
ズ
に
関
し
て
は
、
バ
タ
ー
に
関
す
る
よ
り
も
多
彩
な
描
写
が
あ
る
。
西

イ
エ
ー
タ
ラ
ン
ド
が
牧
草
に
め
ぐ
ま
れ
た
最
良
の
チ
ー
ズ
産
地
で
あ
る
と
し
た

上
で
、
そ
の
製
造
が
婦
人
の
労
働
と
技
術
に
よ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
東

イ
エ
ー
タ
ラ
ン
ド
と
ウ
プ
ラ
ン
ド
で
は
羊
の
チ
ー
ズ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
山

羊
乳
の
チ
ー
ズ
が
作
ら
れ
、
そ
の
味
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

が
、
ヘ
ル
シ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
つ
い
て
は
、
う
じ
虫
の
わ
い
た
腐

敗
チ
ー
ズ
を
喜
ぶ
と
そ
の
僻
遠
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

山
羊
チ
ー
ズ
の
美
味
は
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
の
木
を
使
っ
て
嚥
製
に
す
る
た
め
で
あ
る

と
す
る
。

　
オ
ラ
ウ
ス
は
チ
ー
ズ
の
製
造
法
あ
る
い
は
味
に
関
し
て
、
例
外
的
に
多
く
の

地
域
名
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
食
品
と
し
て
の
チ
ー
ズ
の
重
要
性
、
彼
の
個

人
的
な
関
心
の
強
さ
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
北
欧
の
食

生
活
が
多
様
な
分
化
・
発
達
を
遂
げ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

三
　
特
に
焼
畑
農
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
焼
畑
農
業
に
関
し
て
は
、
十
八
世
紀
以
降
、
か
な
り
の
文
献
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ウ
ス
の
著
作
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
、
若
干
、
比
較
の
材
料
と
し
た
い
が
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
十
三
巻
五
章
の

「
林
地
で
の
焼
畑
」
の
重
要
部
分
を
そ
の
ま
ま
訳
出
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
オ
ラ
ウ
ス
の
記
載
　
「
よ
り
広
く
生
産
力
の
あ
る
土
地
を
得
る
機
会
が
あ
れ

ば
、
知
恵
と
体
力
の
許
す
限
り
、
隣
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
な
く
、
自
分

の
土
地
に
幾
許
か
を
加
え
よ
う
と
す
る
の
は
誰
で
も
同
じ
で
あ
る
。
」
囚

　
「
林
地
の
縁
辺
で
芽
を
出
し
、
百
害
を
も
た
ら
す
厄
介
な
薮
を
す
べ
て
除
外

し
ょ
う
と
す
る
。
」
㈲

　
「
そ
の
際
、
土
地
が
よ
り
肥
沃
に
な
る
よ
う
に
と
、
雲
斗
を
下
り
上
げ
、
火

を
付
け
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
林
地
か
ら
、
毛
髪
の
如
く
細
い
根
や
ラ
ナ
ー
や

新
芽
が
表
土
の
下
に
は
い
り
こ
ま
な
く
な
る
。
ま
た
人
が
期
待
す
る
貴
重
な
作

物
を
枯
死
さ
せ
て
し
ま
う
種
類
の
草
木
を
不
適
切
な
肥
料
で
養
う
こ
と
も
な
く

な
る
。
」
㈲

　
「
芝
土
、
薮
、
小
枝
を
焼
い
た
跡
に
地
上
に
堆
つ
た
灰
が
非
常
な
地
力
を
与
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え
る
。
特
に
、
ラ
イ
ム
ギ
、
カ
ブ
ラ
、
ポ
ピ
ー
、
ア
サ
類
を
播
種
す
れ
ば
、
豊

富
な
収
穫
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
L
働

　
「
焼
畑
の
火
が
飛
火
し
、
近
辺
の
林
地
が
焼
失
し
な
い
よ
う
に
警
戒
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
岩
や
水
面
に
よ
っ
て
と
り
か
こ
ま
れ
る
よ
う
に
、
耕
地
の
場
所

を
選
び
、
火
に
完
全
に
包
囲
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
壁
を
つ
く
る
。
」

圃　
「
失
敗
す
る
と
、
消
火
の
た
め
に
そ
の
地
方
の
人
が
全
て
出
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
惨
虐
な
敵
の
働
掠
に
対
す
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。
」
国
（
五
章
）

　
次
の
第
六
章
で
も
、
普
通
畑
に
比
し
て
焼
畑
の
有
利
な
点
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
「
こ
の
焼
畑
は
他
の
農
地
よ
り
も
生
産
力
が
大
き
く
干
ば
つ
が
起
っ
て
も
地

下
水
を
十
分
に
保
つ
か
ら
、
太
陽
の
熱
が
も
ど
る
と
、
播
か
れ
た
種
子
は
速
く

成
長
し
、
豊
か
に
稔
っ
て
嬉
し
い
収
穫
を
も
た
ら
す
。
」
◎

　
挿
図
に
つ
い
て
　
第
三
図
は
十
三
巻
五
章
の
挿
図
で
あ
り
、
焼
畑
を
示
し
て

い
る
。
頂
部
近
く
ま
で
枝
を
払
わ
れ
た
喬
木
は
モ
ミ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
枝
は
集

め
ら
れ
て
、
芝
土
や
薮
（
灌
木
）
と
共
に
火
を
付
け
ら
れ
て
い
る
。
手
前
で
は

忘
物
が
熟
し
て
い
る
。
こ
の
図
は
極
め
て
簡
略
化
、
図
式
化
さ
れ
て
お
り
、
情

報
量
は
多
く
な
い
。
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
オ
ラ
ウ
ス
が
焼
畑
を
表
現
す
る

の
に
森
の
木
を
焼
い
て
、
そ
こ
に
穀
物
を
栽
培
す
る
も
の
と
い
う
彼
な
り
の
要

約
に
基
い
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
火
入
れ
に
関
す
る
断
片
的
な
記
載
「
新
開
墾
地
で
は
、
薮
や
林
が
切
り
開
か

獅

第三図　焼畑（Olavs　Magnus　13－5）

れ
火
入
れ
さ
れ
て
普

通
畑
と
は
全
く
違
う

強
い
成
長
力
を
も

つ
。
豊
か
な
収
穫
が

得
ら
れ
、
野
獣
の
害

を
防
ぐ
た
め
に
長
い

柵
を
め
ぐ
ら
せ
る
。
」

（
十
三
－
三
）
圓

　
「
北
欧
の
は
ず
れ

に
オ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ

ン
ド
と
い
う
よ
く
知

ら
れ
た
地
方
が
あ

り
、
そ
の
住
民
は
…

…
中
略
…
…
す
ぐ
れ

た
農
民
で
あ
り
、
平

ら
な
土
地
や
波
打
つ

畑
を
耕
作
す
る
ば
か

り
か
、
高
い
山
の
急

斜
面
も
利
用
す
る
。

火
と
雪
を
利
用
し
て

肥
沃
な
耕
地
に
変
え
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る
の
で
あ
る
。
秋
分
の
頃
、
繁
っ
た
薮
や
草
地
に
火
入
れ
し
、
灰
と
燃
え
残
り

を
雪
を
期
待
し
て
、
あ
た
り
に
撒
布
す
る
。
…
…
中
略
…
…
美
し
い
穀
物
畑
が

得
ら
れ
、
豊
か
な
収
穫
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
」
（
ニ
ー
四
）
ω

　
焼
畑
の
タ
イ
プ
　
現
在
ま
で
の
北
欧
に
お
け
る
焼
畑
の
研
究
は
主
に
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
を
対
象
と
し
て
い
た
。
し
か
し
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
本
土
で
も
僻
地
で
は
一

九
世
紀
末
ま
で
焼
畑
は
残
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
の
研
究
者
は
焼

畑
を
①
冨
§
8
②
冨
ω
臨
③
臨
①
ω
冨
ヨ
鎚
に
区
分
す
る
者
が
多
か
っ
た
が
、

も
っ
と
も
精
力
的
な
研
究
者
で
あ
っ
た
即
〉
．
O
巴
α
ガ
ッ
ド
は
こ
れ
に
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

冨
冨
一
貯
区
α
§
き
お
よ
び
⑤
団
一
首
巴
。
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
一
九
世
紀

末
に
そ
れ
ま
で
の
諸
研
究
を
集
成
し
て
①
～
④
の
異
っ
た
タ
イ
プ
に
分
類
し
た

　
　
　
　
　
（
2
9
）

O
・
O
『
9
0
艮
。
胃
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

　
①
フ
ー
フ
タ
は
針
葉
樹
の
原
始
林
を
焼
く
も
の
で
、
最
大
3
回
ま
で
収
穫
す

る
。
面
積
当
り
生
産
性
は
最
大
で
、
ラ
イ
ム
ギ
が
主
で
あ
る
。
森
林
破
壊
が
著

し
い
。
②
カ
ス
キ
は
一
五
一
三
〇
年
の
叢
林
回
復
期
聞
を
お
い
て
シ
ラ
カ
バ
林

を
焼
く
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
し
た
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
焼
畑
で
ラ
イ
ム

ギ
を
1
年
目
に
播
く
。
二
～
三
年
作
付
。
③
リ
エ
ス
カ
マ
ー
は
②
の
期
間
を
短

縮
し
て
八
一
一
五
年
の
周
期
で
行
わ
れ
る
幼
立
二
次
林
に
よ
る
カ
ブ
ラ
中
心
の

焼
畑
。
④
は
針
葉
樹
林
を
シ
ラ
カ
バ
林
に
転
換
す
る
技
術
で
あ
っ
て
作
付
は
行

　
　
（
3
0
）

わ
な
い
。

　
さ
て
、
オ
ラ
ウ
ス
の
記
載
に
は
焼
畑
の
対
象
と
な
る
樹
種
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
十
三
i
五
の
挿
図
に
描
か
れ
た
喬
木
は
明
か
に
針
葉
樹
で
あ
る
。
④
の

ピ
ュ
カ
リ
ッ
ケ
マ
ー
は
針
葉
樹
林
を
破
壊
し
て
二
次
林
と
し
て
広
葉
樹
林
を
作

る
技
術
で
あ
り
、
成
立
し
た
二
次
林
は
②
の
形
態
で
利
用
さ
れ
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
従
っ
て
④
の
形
態
で
ラ
イ
ム
ギ
な
ど
を
播
種
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
そ
れ
故
、
挿
図
の
示
す
針
葉
樹
は
①
の
フ
ー
フ
タ
に
関
連
す
る
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
る
。
個
、
働
の
記
述
で
は
、
伐
り
払
わ
れ
火
入
れ
さ
れ
る
の
は
、

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
地
縁
辺
の
薮
と
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
林
地
が
モ
ミ
を
中

心
と
し
た
針
葉
樹
林
、
薮
は
シ
ラ
カ
バ
を
主
と
す
る
広
葉
樹
の
若
令
林
と
考
え

得
る
の
で
、
そ
の
焼
畑
の
類
型
は
②
の
カ
ス
キ
か
③
の
り
エ
ス
カ
マ
ー
と
な

る
。　

一
方
、
圓
の
部
分
で
は
、
薮
や
林
が
切
り
開
か
れ
火
入
れ
さ
れ
…
…
と
あ
っ

て
、
両
者
を
区
分
し
て
い
な
い
が
、
焼
畑
の
類
型
区
分
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　

薮
と
林
は
全
く
違
う
技
術
体
系
の
対
象
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
囚
で
示
唆
さ
れ
、
面
で
明
示
さ
れ
て
い
る
新
開
墾
地
は
ど
の
よ
う
な
植
生
を

持
っ
た
土
地
な
の
か
と
い
う
問
題
に
、
針
葉
樹
か
広
葉
樹
か
と
い
う
二
者
択
一

の
解
答
を
見
出
す
こ
と
は
、
以
上
の
論
か
ら
不
可
能
で
あ
る
。
焼
畑
農
民
に
と

っ
て
は
、
明
確
に
異
な
る
概
念
で
あ
っ
て
も
、
オ
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
、
モ
ミ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
を
焼
く
の
も
シ
ラ
カ
バ
の
薮
を
焼
く
の
も
、
ひ
っ
く
る
め
て
焼
畑
な
の
で
あ

り
、
各
類
型
を
混
同
し
て
い
る
。
当
然
の
結
果
と
し
て
、
各
類
型
間
の
作
物
の

遣
い
を
認
識
す
る
こ
と
な
く
、
ラ
イ
ム
ギ
、
ポ
ピ
ー
、
カ
ブ
ラ
、
ア
サ
類
が
普

遍
的
で
あ
る
か
の
如
く
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
一
般
に
は
二
次
林
で
あ
る
シ
ラ
カ
バ
の
叢
林
を
開
い
て
新
し
い
開
墾
地
を
得
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る
と
す
る
の
は
、
焼
畑
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
特
質
で
あ
る
切
替
え
と
い
う
概

念
を
欠
い
て
い
る
。
焼
畑
は
肥
沃
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
収
穫
を
重
ね
る
と
急

速
に
地
力
が
低
下
し
、
数
年
を
経
ず
し
て
放
棄
せ
ざ
る
を
得
ず
、
一
五
－
三
〇

年
の
間
隔
を
お
い
て
回
復
し
た
叢
林
を
再
び
開
墾
す
る
、
と
い
う
点
を
記
述
し

て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
認
識
が
あ
れ
ば
、
当
然
何
ら
か
の

記
載
が
あ
り
、
ま
た
、
各
類
型
の
混
同
も
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
報
土
を
掘
り
上
げ
る
こ
と
を
一
般
的
な
焼
畑
の
中
で
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
通
常
、
湿
地
の
開
墾
に
多
く
使
わ
れ
る
技
術
で
あ
り
、
別
の
呼
称
が
与
え
ら

　
　
　
（
3
1
）

れ
て
い
る
。
同
様
の
技
術
上
の
記
載
は
、
ほ
と
ん
ど
妥
当
す
る
部
分
を
見
出
し

得
る
が
、
そ
の
多
く
は
部
分
的
に
、
あ
る
類
型
に
つ
い
て
正
し
い
の
で
あ
り
、

こ
の
技
術
的
な
領
域
で
の
混
同
が
、
オ
ラ
ウ
ス
の
焼
畑
に
関
す
る
記
載
を
あ
い

ま
い
な
も
の
に
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
挙
げ
た
問
題
点
は
、
一
六
世
紀
に
お
け
る
焼
畑
の
状
況
を

最
初
に
詳
細
に
わ
た
っ
て
報
告
し
た
オ
ラ
ウ
ス
の
業
績
の
評
価
を
お
と
し
め
る

も
の
で
は
な
い
。

　
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
前
記
し
た
焼
畑
の
各
類
型
は
、
時
間
的

の
み
な
ら
ず
空
間
的
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
オ
ラ
ウ
ス
が
な
し
た
混
同
は
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
焼
畑
が
北
欧
の
ど
の

地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
か
を
不
明
に
し
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

四
　
村
の
生
活

　
共
同
作
業
　
村
内
の
隣
人
同
志
が
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
報
告

さ
れ
て
い
る
施
肥
作
業
に
つ
い
て
は
、
隣
人
の
加
勢
に
関
し
て
既
に
述
べ
た
。

第
二
章
で
も
、
「
互
い
に
隣
人
の
作
業
を
助
け
る
習
慣
が
あ
り
、
乾
草
つ
く
り
、

播
種
な
ど
助
力
の
必
要
な
作
業
に
つ
い
て
は
同
様
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
十

三
巻
六
章
で
は
、
た
と
え
土
地
を
め
ぐ
る
紛
争
は
あ
っ
て
も
、
「
収
穫
物
の
運

搬
の
際
に
は
、
自
発
的
に
助
け
合
う
」
と
し
、
8
章
で
も
、
共
同
作
業
を
超
え

て
共
同
体
の
生
活
を
活
写
す
る
文
章
が
あ
る
。
「
収
穫
の
時
に
も
農
民
は
互
い

に
助
け
合
う
。
人
々
は
労
働
と
い
う
よ
り
も
娯
楽
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
喜
ん

で
参
加
し
、
…
…
中
略
…
…
一
日
の
労
働
に
対
し
て
は
そ
の
育
の
宴
会
以
外
に

何
の
給
与
も
求
め
な
い
。
」

　
こ
れ
ら
の
記
述
に
見
ら
れ
る
の
は
、
日
本
の
結
に
相
当
す
る
地
縁
集
団
内
の

相
互
扶
助
・
蛍
力
交
換
の
組
織
で
あ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
α
q
o
ヨ
9
器
ヨ
、

Φq

喧
ﾚ
ど
巴
唱
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
富
涛
0
9
と
呼
ば
れ
る
。

　
相
互
の
労
力
供
与
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
開
放
耕
地
制
に
伴
う
耕
地
強
制
に

よ
る
一
斉
作
業
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ウ
ス
は
述
べ
て
い
な
い
。
結
の
習
慣
と
耕

地
強
制
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
作
業
の
形
態
を
混
同
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
他
の
共
同
体
機
能
　
焼
畑
の
火
が
延
焼
し
て
危
険
な
場
合
は
地
域
の
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

民
が
全
員
集
ま
っ
て
消
火
に
当
る
の
は
当
然
と
し
て
、
チ
ー
ズ
製
造
の
場
合
、

「
近
隣
の
い
く
つ
も
の
村
か
ら
、
夏
の
あ
る
日
、
チ
ー
ズ
を
作
ろ
う
と
す
る
家
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に
婦
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
目
的
の
た
め
に
大
量
の
ミ
ル
ク
が
運
び

　
　
　
（
3
3
）

こ
ま
れ
る
」
と
あ
る
が
、
労
働
力
は
と
も
か
く
、
原
料
の
ミ
ル
ク
も
無
償
で
提

供
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
字
義
ど
お
り
解
釈
す
れ
ば
、
チ
ー
ズ
を
作
る
農
家

の
自
家
搾
乳
量
で
は
、
一
度
に
大
量
の
チ
ー
ズ
を
作
る
の
に
不
足
す
る
か
ら
、

他
の
農
家
か
ら
こ
れ
を
持
込
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
労
働
力
、
家
畜
、
農

具
の
み
で
な
く
、
原
料
乳
が
相
互
に
融
通
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
制
度
と
し
て
の
共
同
体
の
機
能
　
前
項
で
述
べ
た
相
互
労
働
扶
助
が
任
意
の

集
ま
り
の
、
規
制
の
ゆ
る
や
か
な
慣
行
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、

オ
ラ
ウ
ス
の
記
載
し
た
村
落
共
同
体
は
、
よ
り
規
制
の
強
い
制
度
化
さ
れ
た
機

能
を
持
っ
て
い
た
。
「
飢
餓
に
瀕
し
た
時
や
種
籾
に
事
欠
く
よ
う
な
時
に
は
、

申
合
せ
や
相
互
扶
助
組
織
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
安
価
で
あ
る
い
は
無
償
で
得

ら
れ
る
…
…
中
略
…
…
北
欧
で
は
ど
の
地
方
で
も
、
多
く
の
大
き
な
穀
物
庫
が

・
・
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

村
ご
と
に
、
家
の
集
ま
っ
た
場
所
や
大
き
な
屋
敷
に
置
か
れ
て
い
る
」
と
あ
る

の
は
、
救
荒
目
的
を
併
せ
た
郷
倉
が
共
同
体
ご
と
に
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
土
地
制
度
と
そ
れ
に
基
く
耕
地
・
住
居
を
あ
わ
せ
た

村
落
形
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
「
屋
敷
は
耕
地
の
栂
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
納
税
額
1
1
高
に
よ
っ
て
屋
敷

の
間
口
が
相
対
的
に
決
め
ら
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
て
地
煙
耕
地
の
幅
と
位
置
関

係
が
定
ま
る
ボ
ル
制
あ
る
い
は
そ
の
進
化
し
た
ソ
ル
制
に
よ
る
集
落
の
状
況
を

表
現
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
十
三
－
五
を
引
用
し
て
既
に
述
べ
た
。
集

村
と
そ
の
周
囲
の
開
放
耕
地
を
物
語
る
に
十
分
で
あ
る
が
、
割
当
耕
地
に
関
す

る
次
の
記
述
が
あ
る
。

　
「
北
欧
の
人
々
は
ど
こ
で
も
自
分
た
ち
の
農
地
を
よ
く
区
画
し
て
い
る
。
界

標
は
石
塊
、
石
柱
で
つ
く
ら
れ
る
か
、
大
き
な
岩
、
水
た
ま
り
、
エ
ス
カ
i
、

細
流
が
あ
て
ら
れ
た
り
す
る
。
…
…
中
略
…
…
こ
れ
ら
の
界
標
に
つ
い
て
論
争

が
生
ず
れ
ば
、
測
地
官
に
解
決
が
委
ね
ら
れ
、
木
杖
、
歩
測
、
縄
な
ど
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

測
量
が
行
わ
れ
、
持
分
に
基
い
て
決
定
さ
れ
る
。
」
　
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
農

地
界
は
大
面
積
の
私
有
地
の
そ
れ
と
、
開
放
耕
地
に
お
け
る
奴
踊
地
界
の
そ
れ

と
が
混
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
散
村
と
集
村
に
対

応
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
極
め
て
重
要
な
問
題
を
含
む
が
、
十
六
世
紀
の
状

況
と
し
て
は
、
開
拓
途
上
に
あ
る
地
域
と
開
発
の
進
ん
だ
地
域
を
表
現
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
に
と
ど
め
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
オ
ラ
ウ
ス
　
マ
グ
ヌ
ス
は
十
六
世
紀
の
農
村
の
生
活
に
つ
い
て
貴
重
な
資
料

を
残
し
た
。
一
般
化
し
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
批
判
は
あ
り
得
る
し
、
量
的
な
記

載
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
も
残
念
な
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
収
穫
の
共
同
作
業
が

人
々
に
と
っ
て
一
種
の
娯
楽
で
あ
り
、
「
両
親
の
許
し
を
得
て
そ
こ
で
恋
人
探

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

し
が
行
わ
れ
結
婚
へ
と
進
む
」
と
い
っ
た
い
き
い
き
と
し
た
描
写
は
、
彼
が
当

時
の
農
村
社
会
に
十
分
親
し
ん
で
．
い
た
こ
と
に
よ
る
事
を
最
後
に
指
摘
し
た

い
。
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